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１．開発の背景・目的

２．除雪作業方法

３．北海道の国道の除雪作業状況の確認方法

４．除雪機械稼働情報グラフ化機能

５．除雪出動判断支援機能

６．除雪機械運用支援機能
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降雪状況に応じた・・・

・最適なタイミングでの出動

・効果的な除雪機械の運用

・大雪時の応援体制（除雪作業計画）

効率的な除雪作業を実施するためには

除雪マネジメント

１. 開発の背景・目的



土研 新技術ショーケース2021 in 大阪 2021.7.29

Civil Engineering Research Institute for Cold Region 44

ＰＤＣＡサイクルを実現し､
除雪作業効率
サービスレベル 向上

除雪マネジメント

・除雪従事者の経験を頼りに
行われている

・作業実態は定量的に把握
されていない

１. 開発の背景・目的

出動タイミングの判断

除雪機械の運用

除雪作業

計 画

Plan

除 雪

作 業

Do

作 業

検 証

Check

改 善

Act
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経験のみに拠らない効率的・効果的な除雪作業

除雪作業の定量的な把握が必要
（除雪ルートや作業編成等の包括的な確認）

１. 開発の背景・目的

除雪機械稼働情報

グラフ化機能

除雪出動判断支援機能

除雪機械運用支援機能

除雪作業

計 画

Plan

除 雪

作 業

Do

作 業

検 証

Check

改 善

Act
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Ｂ業者Ａ業者

・除雪業者は、
担当工区内のみの実施が基本
（工区：除雪業者が担当する作業範囲）

区間 区間

工区

区間 区間

工区

・数台でグループを編成し、
作業を行う

 除雪作業

 除雪車の体制

２. 除雪作業方法

道路管理者が工区を設定

1
2

3 4
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除雪機械等情報管理システム

３. 北海道の国道の除雪作業状況の確認方法

除雪トラック
除雪グレーダ

除雪ドーザ

収集・蓄積データ

作業時刻 状況 路線
道路
距離標

速度

(km/h)

2013/3/11 0:58 除雪中 国道12 8.457 8

2013/3/11 1:00 除雪中 国道12 8.644 5

2013/3/11 1:02 除雪中 国道12 8.950 6

2013/3/11 1:04 待機中 国道12 8.989 0

2013/3/11 1:06 除雪中 国道12 9.167 5

2013/3/11 1:08 除雪中 国道12 9.448 6
折れ線グラフで表示
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[CP5] Bridge (A) KP23.1 [CP6] Crossing (B) KP19.1

[CP7] Crossing (C) KP17.7 [CP8] Underpass KP7.5-8.2

Boundary (A) of the depot  KP0.9 Boundary (B) of the depot KP45.6

ST (A) KP30.4 ST (B)/(Boundary of Section 1 and 2) KP19.6

Reference Speed (20km/h)

Grader (A) Grader (B)

Grader (C) Grader (D)

Snow removal truck (A) Snow removal truck (B)

Snow removal truck (C)

S
e

c
t
io

n
 1

S
e

c
t
io

n
 2

Time

工区境

工区境

工
区
境

４. 除雪機械稼働情報グラフ化機能

・除雪作業のグラフ化：除雪車１台毎の動態を折れ線グラフで表示

工
区
境

車庫

車庫
区
間
２

区
間
１

プロット

日 時
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４. 除雪機械稼働情報グラフ化機能

・開発したグラフ化機能

道
路
距
離
標
（
Ｋ
Ｐ
）

日時

機械種別
管理番号
（ユーザが選択）

除雪工区情報
（自動）

降雪情報
（自動）

詳細情報（カーソル合わせ）

２台で施工

プログラム著作物登録
P第10529-1､P第10530-1
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５. 除雪出動判断支援機能
プログラム著作物登録
P第10736-1

 除雪作業の終了目標

 除雪車の出動判断

⇒ 通勤・通学時間帯前

⇒ 除雪従事者の豊富な経験
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経験の少ない除雪従事者向け
除雪出動判断支援機能

①過去の除雪作業データ

②降雪量10cm程度
の除雪作業抽出

③代表的な除雪ルート選定
④除雪作業所要所要時間を算出
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除雪工区概要図

６.除雪機械運用支援機能

Ａ工区
R12   L=17.4km

R337 L=14.9km

Ｂ工区
R12 L=18.7km

Ｃ工区
R12 L=25.0km

61.1km

岩見沢市
(特別豪雪地帯）

プログラム著作物登録
P第10763-1
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６.除雪機械運用支援機能

除雪工区概要図 → 除雪作業グラフに表示

R337を
除雪

Ｃ工区

Ｂ工区

Ａ工区

プログラム著作物登録
P第10763-1
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Ｃ
工
区

Ｂ
工
区

Ａ
工
区

開始

開始

開始
終了

終了

終了

６.除雪機械運用支援機能

除雪状況の確認

R337を
除雪

約5.5h

約7.0h

プログラム著作物登録
P第10763-1
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６.除雪機械運用支援機能

除雪ＳＴ
a

4km

Ａ
工

区
Ｂ

工
区

R337を
除雪

約２.0h減

約２.0h増

プログラム著作物登録
P第10763-1
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ご清聴ありがとうございました


